
市史跡「二河（上・下）井手跡」の現地調査 

【調査概要】 

令和４年４月２０日，一般社団法人くれ・ひと・まち情報応援団からの情報提供を元に，市史跡「二河

（上・下）井手跡」の下井手（したいで）の位置を確認するための現地調査を合同で実施しました。 

二河井手とは，享保 9（1724）年から数年かけて，灰ヶ峰の麓に広がる集落の水不足を解消するため

に，二河川から水を引き込んで構築された用水路で，下井手は約 5km，上井手（うわいで）は約４km の

距離を流れていたとされます。 

現在，その大部分はコンクリート舗装されてしまっており，当時の姿を見ることはできませんが，周辺

の地形等から判断して下井手が通っていたとみられる箇所を踏査し，検証を行いました。 

 今後検証を重ね，二河井手について新たな事実が判明次第，情報発信させていただきます。 

【調査箇所】 

 

【調査風景】 

 

 

 

【関連リンク】 

※市史跡「二河（上・下）井手跡」 

https://www.city.kure.lg.jp/site/bunkazai/sisiseki-12.html 

※一般社団法人くれ・ひと・まち情報応援団 

https://kure-ouendan.org/ 


